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新
春
企
画

夢
を
語
ろ
う
。 太

田
寛
市
長
◎
年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

希
望
と
夢
を
語
れ
る
一
年
に

謹
ん
で
年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
を
申
し
上

げ
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ま
に
は
市
政
運
営

に
関
わ
る
ご
支
援
、
ご
協
力
に
改
め
て
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

決
意
を
新
た
に

昨
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
が
世
界
中
で
猛
威

を
振
る
い
、
安
曇
野
で
も
特
別
警
報
が
発

出
さ
れ
る
な
ど
厳
戒
態
勢
と
な
り
ま
し

た
。
感
染
拡
大
に
よ
り
ご
苦
労
さ
れ
て
い

る
皆
さ
ま
に
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
と

と
も
に
、
現
在
も
対
応
に
ご
尽
力
い
た
だ

い
て
い
る
皆
さ
ま
に
心
か
ら
敬
意
と
感
謝

を
申
し
上
げ
ま
す
。

私
は
、昨
年
10
月
の
就
任
以
来
、安
全・

安
心
の
確
保
を
最
優
先
に
、
観
光
・
飲
食

業
へ
の
支
援
、
福
祉
医
療
を
高
校
卒
業
ま

で
に
拡
大
す
る
計
画
な
ど
、
暮
ら
し
を
守

る
取
り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

市
民
の
皆
さ
ま
の
命
と
生
活
を
守
る
こ

と
こ
そ
、
最
大
の
使
命
で
あ
る
と
決
意
を

新
た
に
し
て
お
り
ま
す
。
皆
さ
ま
に
お
か

れ
て
は
、
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
に
よ
る
感
染
の

動
向
等
も
踏
ま
え
、
基
本
的
な
感
染
対
策

の
徹
底
を
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
誰
し

も
が
ス
ト
レ
ス
で
押
し
つ
ぶ
さ
れ
か
ね
な

い
状
況
と
い
え
ま
す
が
、
お
互
い
を
思
い

や
り
、
支
え
合
う
心
豊
か
な
地
域
を
共
に

築
い
て
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。

連
携
と
賑
わ
い
を

そ
し
て
、
本
年
は
穂
高
神
社
「
式
年
遷

宮
」
が
開
か
れ
る
年
で
も
あ
り
ま
す
。
折

し
も
同
時
期
に
、
善
光
寺
御
開
帳
、
諏
訪

大
社
御
柱
祭
も
行
わ
れ
、
多
く
の
皆
さ
ま

が
長
野
県
を
訪
れ
ま
す
。

ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
関
連
で
は
、
総
合
体

育
館
の
本
格
的
な
稼
働
、
マ
ウ
ン
テ
ン
バ

イ
ク
コ
ー
ス
の
新
設
が
あ
り
ま
す
。
そ
し

て
、
信
州
安
曇
野
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
も
３

年
ぶ
り
の
開
催
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

関
係
団
体
と
連
携
を
図
り
、
必
要
な
感

染
症
対
策
を
講
じ
た
上
で
、
地
域
の
賑
わ

い
を
取
り
戻
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

夢
は
力
に

私
は
、
現
在
の
よ
う
に
社
会
不
安
が
長

引
く
状
況
で
、
地
域
が
大
き
な
夢
を
語
り
、

希
望
を
持
って
未
来
に
歩
み
だ
す
こ
と
が
必

要
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

私
自
身
も
、
安
曇
野
ナ
ン
バ
ー
の
創
設
、

大
河
ド
ラ
マ
の
誘
致
と
いっ
た
大
き
な
夢
を

語
ら
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、
本
年
は
、

ぜ
ひ
皆
さ
ま
と
と
も
に
夢
の
第一歩
を
進
め
、

希
望
を
育
む一年
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

結
び
に
、
こ
の一年
が
皆
さ
ま
に
と
り
ま

し
て
、
健
や
か
で
心
豊
か
な
年
に
な
り
ま
す

よ
う
、
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

上嶋 みどり さん
（47 歳・三郷）

健康で過ごせることは、本当に幸せな
ことだと気付いた昨年。毎日が必死で、
楽しむことを忘れていたように感じま
した。家族で飲食店を経営していて、
コロナの不安もまだまだありますが、
当たり前ではない毎日を大切に、楽し
いことに目を向けて過ごせたら幸せだ
なと思っています。

横山 一浩 さん
（59 歳・穂高）

学校を卒業して最初に就職したのは橋
梁会社でした。日本各地の橋に関わり
ましたが、見に行けていません。人生
の節目の歳となり、妻と一緒に若かり
し頃の仕事を顧みる旅に出かけたいで
す。がむしゃらに日本中を駆け回った
あの頃を思い出しに！

新
た
な
一
年
の
幕
開
け
。
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
不
安
が
続
く
中
で
、

そ
れ
ぞ
れ
の「
夢
」を
語
る
こ
と
は
、希
望
の
道
し
る
べ
と
な
る
は
ず
で
す
。

太
田
市
長
、
そ
し
て
、
今
年
の
干
支
で
あ
る
寅
年
の
市
民
の
皆
さ
ん
に
、

新
た
な
時
代
に
描
く
「
夢
」
を
聞
き
ま
し
た
。

特集◎夢を語ろう

須山 芙美子 さん
（83 歳・明科）

一生、自分の足で歩くこと。それは私にとって叶えた
い夢ではなく、叶えたい事です。若い頃はスキーや登
山に親しみましたが、ケガもあって５０代になってス
トレッチを楽しんでいます。スポーツ指導員としても
活動しており、皆さんと一緒に筋力をつけ、地域の健
康づくりに貢献したいです。

髙木　光 さん
（35 歳・豊科）

３月には、新しい家族が増えます。夫婦ふた
りとも山が大好きで、結婚する以前から登山
によく出かけていました。いずれ、成長した
子どもたちと一緒に家族で山に登ることが夢
です。花村 秀志 さん

（11 歳・堀金）

小学３年生から２歳上の兄の影響で野
球を始めました。昨年からピッチャー
に挑戦していますが、センターを守っ
ています。ヒットを打った時が最高に
楽しい瞬間。将来はプロ野球選手なり
たいです。

太田 寬 市長

ハードルの高い目標だと承知し
ていますが、大きな夢を市民の皆
さんと共に描けたらと思います。
小説「安曇野」は、当地が全国に
知られるきっかけとなった作品。
私の愛読書でもあります。


